
官民競争入札等管理委員会

ヒアリング資料

平成２０年１０月

林野庁 国有林野部

CO859128
テキストボックス
　資料１



- 1 -

１ 国有林野の概要
（１）国有林野事業は、国民共通の財産である国有林野を管理経営。
（２）国有林野面積は、我が国の森林面積の約３割、国土面積の約２割を

占める７５９万ha
（３）国有林野の大部分が脊梁山脈や水源地域に広く位置していることか

ら、公益的機能の発揮を重視すべき森林が多い。

２ 国有林野事業の組織

林野庁 森林管理局(7) 森林管理署(98) 森林事務所(1,256)

事務所(7) 支署(14) 治山事業所(67)

森林管理事務所(8) 屋久島森林環境保全センター(1)

森林技術センター(7)

森林センター等(5)

森林環境保全ふれあいセンター(11)

北海道森林管理局

東北森林管理局

中部森林管理局

関東森林管理局

近畿中国森林管理局

四国森林管理局

九州森林管理局

国有林

凡　例

◎ 保安林面積 ６６１万ha（国有林野面積の約９割）
◎ 森林生態系保護地域等保護林面積

７８万ha、８３３箇所（屋久島、白神山地、知床等）
◎ レクリエーションの森

４０万ha、１，１８７箇所
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３ 事業担当組織図（国有財産（林産物）の売払い、林道の新設・改良）

森林管理局

森林整備部

森林整備課

林道計画係 土木事業の企画及び調整、林道等の管理、補修に関する事務
（新設、改良、維持管理計画の作成、予算管理）

林道実行係 国有林野の林道等の新設、改良事業に関する事務
（設計・積算等に係る指導）

販売課

販売係 国有林野の産物の処分に関する事務
（林産物販売に係る企画調整）

生産係 国有林野の立木の伐採、産物の加工に関する事務
（設計・積算等に係る企画、技術指導）

森林管理署

総務課

経理係 経費及び収入の予算、決算及び会計、物品の管理、契約、営繕、
庁中清掃等に関する事務
（生産事業、林道工事に係る入札公示、契約）

業務課

土木係 土木工事の実施に関する事務
（土木工事に係る計画、調整、積算、実行管理等）

販売係 国有林野の産物の加工、製品の評定及び処分に関する事務
（林産物の生産販売に係る計画、調整、積算、実行管理等）
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４ 業務の概要
○国有財産（林産物）の売払業務

林産物については、公益的機能の維持増進を旨とする管理経営を進めることを

基本として、自然環境の保全等に十分な配慮を行いながら、持続的・計画的な供

給に努めることとしている。

売り払いに当たっては、財務の健全性の向上はもとより、国産材の需要開拓等

政策的な課題に資するよう、市況や民有林の動向等諸情勢を踏まえた総合的な検

討が必要な計画、予算の執行に係る入札契約及び検査等、国として真に必要な業

務を除き、丸太の製造や売払いを民間に外注しているところである。

○林道の新設・改良業務

林道は、林産物の搬出、森林の育成のみでなく、森林の適切な保全管理等を効

率的におこなうために必要な施設であるとともに、森林の総合利用の推進、山村

の生活環境の整備、地域産業の振興等にとっても重要な役割を果たしている施設

である。

林道の整備については、こうした役割をふまえ、森林の公益的機能が高度に発

揮されるよう計画的に整備しており、新たに林道を設置するものを新設事業、既

設の林道の効用又は機能を増大（幅員の拡張、路面舗装等）させるものを改良事

業としている。

事業の実行に際しては、森林の公益性や利用状況等を踏まえた総合的な検討が

必要な計画、予算の執行に係る入札契約及び検査等、国として真に必要な業務を

除き、調査設計、工事を民間に外注しているところである。

５ 予算規模（平成２０年度予算）
○林産物の売払

生産事業（丸太の製造等） ４２億円

販売事業（丸太の売払い） １４億円

○林道新設・改良 ７０億円

６ 外部委託の状況（平成１９年度）
○林産物の売払

生産事業 １００％（民間林業事業者による実行）

販売事業 ７５％（市場の地理的条件により困難な場合を除き民間

木材市場へ委託）

○林道新設・改良

調査設計 １００％（民間測量コンサルタント業者による実行）

新設・改良工事 １００％（民間建設業者による実行）
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７ 市場化テスト（民間競争入札）の実施の可否について

同事務・事業については、既に民間競争入札に移行済みである。

また、国有林野事業においては、約１兆円の債務処理に向けて、職員数の適正

化（Ｈ１０：１３７百人→Ｈ１９：６５百人）や民間委託化（直営実行→民間実

行）等を着実に徹底してきているところ。




